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１．測定方法
「Ｓ／Ｃ内水位測定ＷＧ（主査：芝浦工大 松日楽教授）」にて開発支援された水位測定装置を用いて、
トーラス室へ貫通しているRHR熱交換器（B)室の床穴から、水位測定装置をＳ／Ｃ外表面に吊り降ろし、
Ｓ／Ｃ内水位を測定する。

【補足】資源エネルギー庁の「円筒容器内水位測定のための遠隔基盤技術の開発」にて開発した測定装置の
実証試験として、２号機のＳ／Ｃの水位測定を実施。
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２．測定結果
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測定時の状況

２号 原子炉建屋１階床レベル

ＯＰ１０，２００ｍｍ

２号 原子炉建屋地下１階（最下部）

ＯＰ－３，３６０ｍｍ

Ｓ／Ｃ赤道 ＯＰ１，９００ｍｍ

ベント管
Ｓ／Ｃ

Ｓ／Ｃ径：８９００ｍｍ

【補足】Ｓ／Ｃ内の水位は、トーラス室滞留水水位の変化の影響を受けると考えられる。

測定データ採取は、水位特定の信頼性を上げるため複数ライン（複数経度）を１月14～１６日
の３日間で実施。１月14、15日のデータは一連のデータ採取作業の途中で得られたもの。

Ｓ／Ｃ内水位の測定結果については、今後の原子炉格納容器（ＰＣＶ）止水工法の検討に
活用していく。


